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vs. AR非進行群)で、手術時年齢(4 vs. 3歳; p=0.98)・性別(男性)[5 (71) vs. 55 (66%); 
p=0.78]・VSD径 (8.6±4.0 vs. 7.6±3.4mm; p=0.49)・大動脈弁右冠尖逸脱[6 (86) vs. 
52 (63%); p=0.24]・Qp/Qs(1.9±0.9 vs. 1.7±0.9; p=0.46)・術前左室駆出率(70±11 vs. 
67±24; p=0.63)・術前平均肺動脈圧(20.4±9.2 vs. 21.0±12.7; p=0.90)に有意差を認





































 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、令和 1年 12月 17日実施の論文内容とそれに関連した
研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
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